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行橋市長　工藤　政宏

令
和
6
年
度
は
、
昭
和
29
年
10
月
10
日

に
行
橋
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
70
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

を
「
協
創
」、
そ
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
「
つ
な
げ
よ
う　

未
来
に
向
か
う　

笑
顔
の
バ
ト
ン
」
と
掲
げ
、「
文
化
振
興
」

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」「
体
験
」「
娯
楽
」
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
先
の
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
」、「
末
松
謙
澄
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
漫
画

化
」、「
市
民
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
金
」

な
ど
、
早
め
に
準
備
が
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
提
案
・

承
認
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
定
例

会
に
も
、「
Ｋ
Ｂ
Ｃ
『
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ

ｈ
』
の
特
別
版
の
放
送
」、「
記
念
動
画
の

作
製
」、
そ
し
て
「
記
念
式
典
お
よ
び
記

念
フ
ェ
ア
」
な
ど
、
新
た
な
事
業
を
提
案

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
先
般
、
落
語
・
漫

才
・
漫
談
を
お
届
け
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
演
芸
番

組
「
真
打
ち
競
演
」
の
行
橋
収
録
が
決
定

し
、
令
和
6
年
4
月
12
日
に
コ
ス
メ
イ
ト

行
橋
で
開
催
予
定
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
70
周
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
な
る
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
、「
70
周
年
を
機
に
何

か
が
始
ま
る
」、「
10
年
先
、
30
年
先
に
繋

が
る
」
事
業
な
ど
、
形
に
残
る
、
将
来
に

繋
が
る
よ
う
な
事
業
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
規
模
で
ゴ
ミ
増
加
に
よ
る

環
境
へ
の
負
荷
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
広
報
・
啓
発
・
情
報
発
信

等
を
実
施
し
、
家
庭
や
企
業
等
か
ら
排
出

さ
れ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
ゴ
ミ
処
理
経
費

の
削
減
、
そ
し
て
環
境
負
荷
の
低
減
を
目

ざ
し
ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
経
費
の
削
減
に
は
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
が
マ
ス
ト
で
す
。「
協
創
」、

す
な
わ
ち
全
世
代
に
関
係
す
る
こ
の
ゴ
ミ

問
題
に
、
市
民
総
出
で
取
組
む
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
ま

す
。

　

昨
年
12
月
に
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
「
地
域
別

将
来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
本
市
は

２
０
１
８
年
に
示
さ
れ
た
推
移
よ
り
も
、

か
な
り
緩
や
か
に
人
口
減
少
が
進
む
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
15
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
を
維
持
、
増

加
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
学
校
教
育
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
雇
用
創
出
な
ど
に
重
点
的
に
取
組
み
、

市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
市
政
運

営
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令 和 6 年 度

行橋市　施政方針

市
民
一
人
ひ
と
り
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

実
現
に
向
け
て

令和 6年度　こんな事業を実施します
市
制
施
行
70
周
年【
協
創
】

ご
み
問
題
へ
の
対
応

令和 6年 2月 27日、行橋市議会定例会で工藤政宏市長
から施政方針が発表されました。今後の取組等をお伝え
します。

現在の消防庁舎については、自
然災害への立地的脆弱性、経年
による老朽化のみならず、消防
力の強化に対応するための機能
や規模など、将来の防災ビジョ
ンをふまえ、建て替え、若しく
は移転についても引き続き計画
を進めていきます。

消防力の強化

現在も「子どもを安全に楽しく
遊ばせる場所」の整備を望む声
が、多く届いています。こうし
た多くの声を受け、「こどもの
遊び場」の整備をより具体的に
検討すべく、今年度は子育て世
代を中心とした意見を聴くため
の実態調査を行います。

子どもの遊び場
（室内版）

市民と行政が一体となって、家
庭や企業等から排出されるごみ
の減量化とごみ処理に係る経費
の削減、そして環境負荷の低減
を目指すため、生ごみ処理機の
購入に対する補助の大幅な増額
や臨時特例期間を設けてごみ袋
の値下げを実施します。

ごみ減量化
ごみ袋値下げ

例年実施している「行橋プレミ
アム商品券事業」。地域経済の
活性化を図り、エネルギーや食
料品価格等の物価高騰の影響を
受けている市民生活に対応する
ため、今年度は４億円を発行し、
プレミアム率を 30％に引き上
げる予定です。

プレミアム商品券

水源の多様化、水の安定供給を
図るため、北九州市および苅田
町と三者協同のもと、北九州市
からの用水供給事業について、
実現に向けた協議を進めていま
す。今年度は事業に関する基本
協定の締結に向けて、鋭意努力
し進めていきます。

水の安定供給

将来をつくっていく世代の夢や
希望を育んでいくまちづくりの
きっかけとして、子どもから大
人まで幅広い世代に知られ、ア
ート界で世界的に注目を集めて
いる「野性爆弾くっきー」さん
の個展を開催。本人のトークラ
イブも計画しています。

アートをより身近に

昨年度、学校敷地内での事故を
防止するため、小中学校全校で
の緊急の安全点検と危険個所の
修繕、安全点検マニュアルの見
直しを行いました。今年度も引
き続き安全管理の徹底を図ると
ともに、老朽化する学校施設の
環境整備等を進めます。

安心・安全な学習環境

コロナ禍や燃料価格高騰などの
影響を受けている中、公共交通
の利用促進を図るとともに、交
通弱者と言われる高齢者の方々
の移動機会の支援を目的とし
て、免許返納を考え始める 70
歳以上の方を対象としたプレミ
アム交通券事業を実施します。

プレミアム交通券
（実証実験）

トップアスリートによるスポー
ツ教室や市民の皆様のスポーツ
活動を応援するスポーツ奨励事
業（全国大会やオリンピック・
パラリンピック等に出場する選
手への激励金交付）の創設など、
新たなスポーツ振興策にも取組
みます。

スポーツの振興

※ ウェルビーイング…心身の健康、仕事や人との
つながりなど、あらゆる面での幸せのこと。

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す


